
 

 

本セミナーは Zoom を用いたオンラインセミナーです。日本語での開講です。 
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翻訳制御因子eIF5-mimic protein 1 (5MP1) はリボソームに結合しその開始

活性を調節することができる。5MP1をコードする遺伝子は様々な癌種でコピ

ー数が増幅されることが知られており、大腸では5MP1は癌遺伝子c-Mycを標

的としそのCUG コドンからの翻訳開始を抑制することで癌化を促進する。この

ようなAUG以外の開始コドンからの翻訳はnon-AUG翻訳と呼ばれ、その高等

真核生物機能における役割が近年注目されている。この講演では、リピート

依存性non-AUG(RAN)翻訳という新しいタイプのnon-AUG翻訳に注目し、

5MPがこれを調節できるかを明らかにしたい。RAN翻訳は３または６塩基の繰

り返し配列が翻訳される現象を指すが、その開始点は繰り返し領域の上流に

あるnon-AUGコドンであることが示唆されている。したがって5MPはRAN翻訳も

一般的なnon-AUG翻訳と同様の分子機構によって制御できる。今回はその

共通の標的がeIF3であることを見出した。RAN翻訳産物の中には細胞毒性

を示すものがあり、5MPはこれを抑制することで通常細胞や癌細胞の増殖を

促進し寿命を延ばすことをヒト細胞やハエの遺伝学を用いて明らかにした。  
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